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愛媛縣立松山化茵等學お 


謹淳それは下度が年の秋のことです r 裔乘興先生はドイッの世界的多足類學者ヘルへフ 
博生から，ほ た、14 ヶ年の間に受敢られを汾通の雪親を全部載へ送って下さいま しを。 それで 
がも一應その查部を讀ませて巧聋ました0ところがその巧容はをく目本の多足類硏络の錢 
度ををどり示ナ冀おをであり，大變貴雷な資料 e あることがわかりましたので，こ、に蕾辭 
の順にしをがってその內容をおったえしようとがじます。 

掷通の專鞠の中，ハボ夺が2迦ありまずが，他は替手紙でともにを明にか、れた自筆のドイ 
ッをです0 

2人り 多足類學をが このよう なを渉をも っに いをられたそのはじめは，高桑先をのか說に 
よ巧ますと，先生が多足類の文献を鶴入していられをライプチヒの書店へ依賴され，その專 
席がヘルへフ博±へ東洋の多足類硏究者としての高桑先生を結介したのによる，とのことで 
あります夕て，載擦へルへフ傳击のを紙を見て如ますとその事は間違いないようです。それで 
は第1信から。 

第1信は (1928. 8. 10にお画されたものでをりまして）無論へルへフ陈古から窩桑先を 
への最初の手紙でありまチ 0 そのはじめに I>nrch die " Akade 旅お che Verlagsgesel !- 
scha な" in J.einzig wurde mir mitgeteiit , dass Sie sich fiir Myrjapoda iind bes - 
onders Chilopoda mtere 淵 ‘ere 日.とをりますのは，前に申上げました事蹟を明らかに示 
していますので，特に原ををそのま^お目にかけることに致しましを。 

それからヘルへフ傅±は， r 日本の多あ類はな前少し調證しをことがあるけれど，まだをど 
明らかになってはいませんから，穗轟を送ってでさるなら本當に有雛いことだと思います0 
殊にヤスデの德品をお賴かします。おはそれに對してドイッの多足類の文献を送ってをげ 
ようと思います0そして义明らかに穗おのわかっているゴー曰ッパ產多足類の攘品を送っ 
てホげましよう。」 

こう馨いてから今度は標品を違る方巧か圆んリで說明されています。.‘•即ち「蠻瓶の中に 
德品をアルコール鑽にし，夕の上から脫脂綿を入れて標品え:動かぬようにします。そしてコ 
ルクがをしっかりとして-ドさい」とあります0みには採集上の注意です0「多足類の採集は 
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出が地帶，踩に濕觀な峽谷を見おとしではな巧をせん。义いろいろ腐つを植物の下も探され 
ばなりませんし,御地にも洞穴地帶があるごしょうがそこは重嬰です〇」とあります 0 が上が 
第1信の巧容でありまして，この手锁 ii ぞの巧の改日にお帝阿をヶみの高を先をのホに渡 
つでいます。先をはこのょうな手■紙をを取られで大いにわ者びになつたことだろうと想い 
まず0 

早速先生は多くの漂搞をお送りになつたのでしょう 0 

第2信です（1 929 -2.6に西されています〇)「奉曰をに43箇の曾瓶人リ標品が無事到覆し 
ました。あなたのか送り下まつを標品はがにとつでは大變移らしいものでず0この中には 
新種もきつと多いことでしょう。 J と喜んだヘルへフ傅-上の顔が旨前に浮ぶように書いてあ 
ります。つづいて，「いょいょ賴品を違つてでさることになりましたが，一應の基礎的硏宛 
をすますにはかくとも 2-3 000個伴を‘么要とします。なかんずく1種について多くの個体が 
必麥なの‘でず。比較硏究のためにごす。莊どか骨巧りではをリましよう力、•，どの種についで 
も多くの懐品をお送り下さい。殊に倍ち類の標徵は雄に出ています。雄です。靖です。雌 
やがおでは駄目なのです 0 

我は倍ぶ類を送つて頂きたいのです r ホネムカデ類のものは谐ど送つて下さる必巧はあ 
りません 0 それは旣にょくわかつでいますし，又あなを御目をで，はつきリ同をなきるこを 
がおがホになるでしょうから。」を述べホに巧び標品の送り方についての注意が書かれてい 
まず。長い郵送期間中に摄品が動搖してホ肢が離れるというこもがかこりまずとをく同を 
を不巧能にするという重大な悲しむべき結果をひきおこすのでくれぐれも ヘルへフ涛 主の 
を意がなきれているものと想います。さて終りに，「あなたはやがてヨーロツパ產の巧らか 
に種のみをされている夕お辑の標岛を私からをおられるでしょうが，そ扣はをなたの巧われ 
る比較骄究に巧ぶつことを思います0」とありましを0 
が3信は19煎 *5 •巧に發膚され嵩桑博よは6巧2目に受巧つていられます。このを祝こ 
ヘルへフ博 主が送られを ヨーロ ツパからの多足類がどのょろなものでをつをかジ巧詔され 
ています。ホに書いてみましよう。 

3, Pacl ) y … lus fuscipes Koch Dalmatien 

2， J^ysiODetalum can 打 atum Brandt ク 

3, Polydesmus verhoeffi J.oIicd. W . Deutschland 

4 ， Polydesmus collaris Koch Oesterreich 

5, Glomeris、pustulata Latreille Bayern 

6， み conspersa var . peiitasticha Latzel Tirol 

7, ク hexasticha , marconiannia Verhoeff Bayern 
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8 ,. ク 、 pnlchra Koch Dalmatian 

9， Haploglomeris nanltistriata I.atzel Oesterr が ich 

1 り ， Gervaisla noduligera Verhoeff ク 


11, Atractosoma meriuionale T.atzel を 

12, Heteroporatia mutdbile み ク 

1 も Leptoiulns trilobatus Verhoeff Karpathen 


14, ク alemannicns ク Tirol 

15, CylindroiuIiJS mcinerti み Bayern 

16 ， ♦ loixiinensfs J ぶ ach ク 

巧 Jithobhis picens Koch Tran 游リ vama 

18, Hina ail tarinm ga briells J .atzel 化 alien 

19, Geopbilus flavidus, noduliger Verhoeff * 


20 ， Scolioplanes acnniinattis I .each Deifiscbland 

21,Schendyla neinorensis Latzel ♦ 

22, Oryptops hortensis Leach ク 


の的猿蟲でした。「これは大巧に保だして0本のものとの比較硏究に用立で下さい〇」と蕃 
を加えられ，「ホに，あなたが送つてでさつた多足類を多り硏究しましをからお知らせしま 
しぶう oJ といつて左說の學名力;あげられています。 


no, 20 Tokyosonia n。 み takaknwai n. sp. 

no. 25 Kiponia n. g. nodulosa n. sp. 

no. 24 Orthomorpha gracilis Koch 

no, 8 u. 9 MecistocepJialus takaknwai 凸. sp. 

Sachalin : ArctogeopI i i I ns sacl.aUnus n. sp. 

110 •IV PI が irogeoph か巧 procerus (Koch) Att. 

。ひ ， 3 Otocryptops 了リわミ呂化〇別巧 Jvocli 
no • 玉 8 Bothropoijs aspcratus Koch 

「それから又送って巧けると.思ぃますが，その時は等脚類にも御法意—ドさい0多足類を採集 
なきる時に教見されると思いまずから0 

やがてあなたがか送リ下きった多足類についでの論文を巧します〇」 

化上が第3信です。 

祭 4 償は八ゲキでず。り 930. ん 8 に發信され） 嵩藥化をのがへ3 巧 27 日に驚いています。 
r 昨年の巧が9日がゎ八ガネ拜見しました。あなをの御巧望に巧巧るどけそいたいと思い 



まず。それからがが執攀しでいるブロンのを足類の最近み册にあなたの發是なさつち， 
Tokyosoma takakiiwai ii . g . n, sp . 

を發表しました。」とあります。そこで.今，！) r . H . G . Bronns 一 Klasseii iind Ordnungeh 
des TJER - RE 1 CH 8 の倍足觸，第2卷を見てかまと i 481 貫に，盛がをつくつを Tokyo - 
sominae , Tokyosom;i n •ぶ，の記載おありました。しかし赞は別にこの蔚屬，新穗の記 
載は Zool . . Tahrb . 62. Abt . f . Syst .( 19323の中に詳細に巧ています。 . 

き て そのホに馨いてありますことは見のがずわけにはゆきません0拙ち，「まる 1 巧にお 
の所へ貴國の硏究を內巧亨氏が來訪されました0このホも同様に多足類に驟•じ、をもつてい 
らつしでるのです。おはそこで多足類の採集を等について若干の御褚導を爲ることが巧巧 
ましを0愁らくあなたは內巧さんと連絡をとられることが巧來るでしよ5〇巧巧さんは今 
月のうちに日本へ歸りたいと考えていられをす oj とあるのです0 ‘ 

そこでおは早速巧巧亨礎±にその當時の思い巧をおうかジい歎しましをところ，巧巧搏お 
はみのような御手紙を下さいました。ヘルへフ博壬を篇屬でしか知らない私にとりまして 
は爲に貴霜なものです。それで巧巧先生には無鋪でずけれどその御を臧をホに拜摇をしま 
しょうり 

辞復お問を‘せの趣うれしく拜見しました。ルをは留舉前は專らみ類をやつていましを 
が，外遊を期して從來が外の性の問題と感覺生理のホ面を身にクけることにきめましを。し 
かし H 本産の動物の穗おを早く驢めをいと思つていたので，厅本にいる、と想像されるが,まだ 
發見されない動物群などの專門家をたずねて今後本邦の硏無者との連絡をしようと思いま 
した〇それでへルへフ巧をたずねたわけでチ0 
その時はミュンヘン大學でフォン•フリッシュ敎授の下-で魚の巧媛について硏究をしていま 
しを。そして3月の中にが地を旅巧しながら，パリーのソルボンヌ大擧のコーレリー敎授の 
下に巧くことになつていたので，その前にへルへフををたずねたのでしを。がは ミュンヘン 
の郊外のパシングでした。傅拘館のステツヒヨウをに場所をきいてをずねを所，ドイツのを 
が暗いをめでしようか,曰は多み3巧のがめです。何しろ暗い部藍に迦されて，年は縣かち或は 
もうみし上のようにぶ受けを同巧が巧てきましを。ひげは生やしていましを力、•，大み色いも 
のがまじつていをと思います。比較的やせを人で，靑の衛さはドイツとしてはみし廚いちだ 
'• i たでしようか,話しホは靜かでしたが，明るい質の人ではなく，ごく屬素な-を活を！^ている 
ように思われました0硏究は倍あ類の外に甲殼類の等駒目をやつてい T ， この蘭類は窩山性 
の扁をい種類になると，よ < 似ていることなどその游知りました。同巧は商桑巧のことを話 
されていましたづ?，小生:は高桑巧がそのを面をやつていられることを知ら•なかつたので,巧 
めは商倉卯 H 鹽巧おと思い，どうもその方面をやつていられるとは思わないので疑問でした 
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が，烏•桑巧からの繪ハガキを見て离桑という入がとも巧倍足類をやっていられるということ 
を かつをおけでしを。搗1桑巧のことは歸朝淡にはじめて知りました。まを何か思い巧した 
.らお通な!しまず0 

が 上です 0 いろいろのことが思い浮びまず〇みに义ヘルへ フ 膊ふの第 5 偉からか知らせ 
したいと思つでいます。化 7.8 ミ瓶にて 敬具 . 

護薄 

ヘルへフ赌主のおず紙にっいてホ上げなけれはなりません。 

鑽5信ですり 931.9. 13蠻信）。 「ぶな たのお送り下さった攘品にっいての硏究か手間どり 
ましたが，今迄のところホのように明らかになりましたからお知らせします。 

N•29 Tokyosoma taknkiiwai n. g. 打 . sp ， 

N. 31 Epanerchodus takakn^vax n. sp. 

N. 25 Nipoiiia 凸 .g. no (む 110 sa n. sp. 

N. 2i Orthomorpha graeilis Koch 
N. 26 夕 circophora n. sp. 

N •巧 Mecistocephahis marmoratns n. sp- 
Sachalio; Arcto が 0 がザ i]s sachalinus n. sp. 

N. 8 n. 0 Me ( か toe 巧 ) hal り s t ikaknwai n. sp. 

N.19 み fenestratos n. sp. 

N. lY Plenrogeoplulns procerus (Koch) Att. 

N. 2 Otocryptops rn)>iginosns 防*) eh 

N. 2 Otocryptops se 牌が凸 os り s qnaclristriatns n. snbsp. 

N.14 Esas が gm 泣わ >t ふか j iponicos Silv. 

K.18 Bothropolys asperatiis Koch 
N.13 (Korea) Litliobins sp. defect 

N.12 (Sachalin) MoiaotaT; もつ bins 巧). 

これ等多く の薪騷についての 詳細は. やがて 遙基 する それ等に ついての 私の論 ホの 中でご 
らんになること^思いまず0 

ここで更に日本の鶴品を送って下さることを大いに驚むのですが,その瞒にはその動物の 
産地をくわしく鞠報常下さい 〇 , おをのみします 0 踩に倍足 類の 撰風を 0 
先貝素ふの所をたずねられた學を，東京の內巧さんとはお知合ですか？」 

とぁリまして，さらに遊巧として，別便で新しい私の論ぶ3部をお察9しましを，と馨き 
そえてありまず。 
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第 だ信 ciau .7 .it 疑僖） は第 5信から讀分ながい時をへて巧ていまず0 c の手紙には， 
「あなたがお送りになつを歸とその記載文とを拜見し ま しを。 そしてがはこの あるたがおを 
しになク t こスコリオプラーネスの1種は旣に 報當か •あつをもの、ように思いまず。この種 
については間鹽がありまず。 私は それで決お的な意見を申上げることを き しひ かえまず0 
をなたは先づ1度アテムス巧の攀書ヴ Geophilomorpha //の中にをげられでいるス。リキ 
ブラーネスの 各種と比較して かて下さい。 

今朝，私はあなたに又新しい論文3册を進碧しました。この中の Sven 时 e か n 博先がや 
類奥地を裸集なさつをものを硏究しました論たの中にスコリオプラーネスにお蘇な新用を 
證表しましたから御鹽になること1思いまず0 

それから數逊間な巧にネムの曆あ類についての諭夕が巧巧きれます。その中にが前をなた 
が送つて下さつた標盛についての沉究か•のつていまず0 西來ましたらすぐにお送り致しま 
すが,その中には多くの新種ををんでいまず。就中 Mecistocepbalus の 3 新種， Esastigmat- 
obiiis の 1 種を見て下さい。 

国下當地に日本の皇子が滯をしていて吾々に歡迎されていまず。皇子とそのがとの寫巧 
がいろぃろのお期刊巧拘に載クています 0 

罔本の標捕をどうか义ぉ邊巧下きい0その巧りにおは〜よろこんでヨーロツバの標晶をさ 
し上げます〇」と結んであ？；ましを。 

& Arkiv for Zoojogl. Band 26 A. N : 010. でその屬名は Paraplanes でず 0 
※幾 Zoolog お地 e Jahrbiiclier (Systematik) Band 66, He 化もを， 3934 です。 

繁7倩> (19 が••弓 .20 發信） 

「あもたの棠部アジャ產多足類の第2回の穂品を受おリました。そしてをなたの最近の御 
手紙も•深く感謝致します。 

穏品についてはその大部分を硏苑しましたのでみにおがらせします。 

27. Mt Takao; Trichozonuim n. g. hirsntnm n. sp. 

14. Beppu; Bacili 02011 ium n. g, nodulo 孤の n.^ sp, 

38. Formosa; Syntelopodeuma formosanum n. sp. 

17. Atami; Fusinlus simplex n. sp. 

2 し Yokohama; Epanerchodns orieiitalis diversipes m. 

么 Ur 注 w 注 ； Foiitaria scabira n , sp . 

20. Yokohama; Nedyopus tambanns mangaesinus Att. 

22. Manchuria; Orthornorpha circofera affinis m. 

2 ん Tokyo; ク graciJjs Koch 
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47, 枝ひ osima; Hyleoglomeris (i*erkedmeris n. subg.) japonica n. sp. 

玉も Tokyo, Ikao; Fontaria falcifera ii.sp. 

19. Yokohama; Takakmvai 注 ii.g. fur 州 Ugera n. sp, 

40. Jkaho; Fontaria coarctata, acntidens Att. 

39. Nikko; ク attemsii d. sp. 

24, Kamakura, Orthornorpha gracilis Koch 

それからあなたがお送り下きつたイシムカデの標品の方は趙どホ狡力；とれてしまつてい 
ましを。綿でつめてないのですもの。それで最後のホ肢が、，それなくしては種の‘洪'をは巧ホ 
ない搜大切なもの-巧ずのに，それがとれでいるのですから，多くの標品か同巧で巧能でした 0 
しわしそれでもおか•耀認したものどけを申上げをしよう。 ’ 

6. Tokyo; Esastigmatobius Jongitarsis Verb* 

18, 化 37. Japan; Bothropolys asperatns 3voch 
12. Sachalin; Lithobius sachailinus n. sp. 

34. Tokyo; Mcmotarsob 化 s takakuwai ii.sp. 

15, Sacha]in; Ljthobins haasei Att. 

をに M 前おがつけました新屬お Nipoiiia か旣に他の勁物の题名として使用されている 
というか知らせを感謝致します。それであの踐名を巧 ponie リ a と變更することにします0 
それから若しぉ壁かになリますなら，あなたが探集なさつを0本産の新動物についての私 
の硏巧を曰本のを期刊巧物に發表することをよろこんで承知します0そしてずぐ原稿な原 
厨をお遠りしましよろ。 

父かたずねのイシムカデ類に關する文献としましては，ネムは私が聲きましをところの . 

ヴ Bro 打 n，s Klassexi u]]d Prdnimgen des Tie ぴが cl 旧々中の唇足類の硏究ををげます〇こ 
れは多か，泉京の動物學會にもあるでしよう。そして更にアテムス巧の多足類の巧究グ巧 a- 
ndbuch der Zoologie a von Kukenthal, 4. Bd. 192 6, Berlin. をもおチんめします 0 
今魏串ふは 36 種の明ら、かに同おされているョ…ロツパ違多足類の德品ををなをに進呈しま 
した。その目錄は左の通りでチ 0 
!. Cliaetechelyne vesnviana Newp. け泣じ e 打 

2. Scolioplanes era 紙 ip が Kocli B. 0. x41peii 

3. ' み trajissilvaiiicns Verlu Tirol 

4. Dicellopbihis camiolcnsls J.atz. Kraiii 

5. Geophilus inseniptns Att. Bayern 
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6. * longiconiis anst.riac り s Latz. ク 

7. Pachymerinni fernigineum Koch Dentschlaiid 
B, Polybothrns fasciatns Newp. RUd-Alpen 

化 ク Jeptopi が r パがの、！ ク 

10, iScolopendra cingulata I.atz, Dalmatien 


11. 

J, が hobius 

validas 

Oesterreich 

12. 

r.ithobios 

mntabilis 

Koeb 

Bayern 

13. 

ク 

erythrocephalus 

ク 

Tirol 

14. 

ク 

lucifugns 

ク 

ク 

15. 

み 

nodiijipes 

r.atz. 

Bayern 

m 

Pachyinlus 

1 crassineiisis 

Verli. 

化 alien 

17. 

Glomeris 

enganeoriim 

ク 

み 

18. 

♦ 

romana Verl'i. 

var. kiccensis ♦ 


19. ク marginata Vlll. Rheinland 

20. ク quadrifasciata var. sevini Verb. 8. Alpen 

21. Orthochorden ma gernianicum Verb. Schwarzwald 

22. Chordeunaa silvestre J^atz. Rheinland 

23. ]V1 れ rochord 州 ma voigtii V が h. ク 

24. Opliiiulns fall ax major Di 咨 1.i 】 .Verii. Alpen 

25. * rnhrodorsaJ ミ巧 Verb. S. Alpen 

26. Cyhnclro む】 k 旧 apenninorum Brol. Apen 打ミ凸 


27. 

み 

liiridns T.atz. Ungarn 


28. 

み 

castaiiearum Verh. Piemont 

煎. 

♦ 

dicentriis Latz. Krai 打 


30. 

み 

nitidus Verb. Bayern 


31. 

ク 

verlioeffii Brol.S. Alpen 


32. 

HaploDoratia carnio leiise sp 切 ]) i 装が口猫 

Verb. Oesteirei 沈 

33. 

Tes? 化 osoma 

caelebs Verb. Piemont 


84. 

Verhoeffia 

rothenbilbleri ク 

Sud-AIpen 


35. THmerophoron grypischinm Roth ， Kay era 

36. Orobai 凸 osoma flavescens Latz. み 

それでは，驚 3 圃目の曰本產標轟の到讚を，じ、からか待ちしながらペンをお香ます〇」 



(が） 


懲8信 （19 お. 6. 5潑信） 

r その後私が送りました小包と手紙とを 御 受取リ下さつた古と U 思います0 
今曰がはをなたに，罔本產倍足鐵について硏なしました26の原臟を伴う原稿を1•つ送巧ま 
しを。いつ力、申上げましたように，これを日本の舉術雜 誌へ 發表して頂きたいと思います。 
それから出ホるなら校史刷を送つて下さるとを難いのでずが，おたのみ致しまず。 

この前にあなをがお送りになつた動物についての第2の論えがやがて け 乂〇01 Og お cher 
Aozeiger に巧ます〇」 

が上でず 0 私はこれ迄へルへフ博壬の御手紙の終りにある結びの挨撰と申しをすか，それ 
を譯3•ととをしないで來ましを。しかしこれはいつも同じように恐懐謹言の擲です0 

鑽9信 （19 が •11. 2 發信) 

r 梟おお送り下きクをあなたのか手紙と御窩蕃停難く拜受しましを。か禮申上げます。 

さで私の論文を載せて下さることになつた贾拽の擧齋への入會金'^巧化のことでずが，も 
しあなをのホでお拂进み下きるならばまことに有難いことと思います。そのつぐないとし 
ておはあなたにおの書きました論ぶをみくとも30册ほど譜呈しようと思います。 

昨日がはあなたに又私の近蕃數册を鶏呈しました 0 その論文の1つにヴ Colobog 打 atha づ 
の2新屬を，（それはあなをがか採りにな。をものでずが）ふくんだものがありますから御 
贊下きい。 

あなをがお送り下さつを觀品の中に巧らか忆種を決をすることか•西がない若干のが足類 
があります。それは殘念ながら雖がいないからでず〇」が上で第9信は終つていえす。 

ぶ Zoologischer Anzeiger , 1935, Bd .1 X 2, Heft 3/4 

1949. 7.16 S 瓶にて 敬其 


(ホ號に綴く） 



